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地球型惑星における暴走温室効果発生の表面水分布依存性

Dependence of the onset of the runaway greenhouse effect on the

surface water distribution for Earth-like planets
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　近年、系外惑星の気候とそのハビタビリティが盛んに議論されている。液体の水は、惑星表面での生命の発

生や進化にとって最も重要な物質であると考えられている。水を持つ惑星が強い太陽放射を受け取った場

合、液体の水は全て蒸発してしまう。このときの太陽放射を暴走温室限界と呼ぶ。暴走温室限界はハビタブル

ゾーンの内側境界を決めている。 

 

　我々は、地球サイズの惑星における様々な表層水分布を仮定し、3次元大気大循環モデルを用いて暴走温室

限界への影響を調べた。水分布は以下の3通りの水分布を仮定した：経度に一様な水分布、緯度に一様な水分

布、そして、惑星地形(地球と火星)の場合の水量を変化させたときの水分布。また、緯度に一様な水分布の場

合、同じ水分布面積であっても、集中している場合と分散している場合を考慮した。現在の地球と同じ大気組

成からなる1barの大気を仮定した。 

 

　結果として、水分布面積が大きくなればなるほど、暴走温室限界は小さくなり海惑星(全球的に水で覆われて

いる惑星)の暴走温室限界に近づくとこがわかった。また、同じ水分布であっても、分散している場合の暴走温

室限界は集中している場合の暴走温室限界よりも小さくなることがわかった。これは、前者の場合の方がより

大気を湿潤にすることができるからである。 

 

　本発表では、これまでの我々の結果[Kodama et al., 2018]と合わせて、惑星の水分布の暴走温室限界への影

響をまとめる。
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